
公的保険外７７兆円市場とする社会保障つぶしが 

経済産業省の「公的保険外で 2050年に累計７７兆円市場の構築を目指す」「世

界市場の確保による拡大を目指す（５１兆円）」（『新しい健康社会の実現』2024

年 12 月）の資料を見て、驚くというより「やはり公然と数字まで上げてきた

か！！」と恐ろしさを感じました。 

自民党政権側は、社会保障の負担増を繰り返し、保険外の「自由診療」「混合

介護」などを拡げてきました。そのことで「あてにならない公的社会保険」にし、

社会保障制度を壊してきました。そして、個人年金や私的健康保険とする独占企

業のための営利市場づくりを行なってきたのです。 

経団連は２０年以上前から「社会保障の役割を『自立・自助・自己責任』の原

則に則って再定義し…保険外サービスと保険サービスの併用を進めるべき」「公

的保障の範囲を絞り込み、給付の伸びを極力押さえていくべきである」（2004年

12月提言）としてきました。 

このような『自立・自助・自己責任』が悪質な「原則」として、公然と「７７

兆円市場の構築」と数字を上げはじめたのです。独占企業は大歓迎でしょう、経

済同友会も「この政策方針に賛同する」（2025年 5月）としています。 

 

私たち働く側の普通の国民は、どうすべきか？ 

まず、保険料や患者負担・利用料の負担増を止め、受診・利用抑制を止めるこ

とです。そして公的保険外としてはじまっている「自由診療」「混合介護」に規

制をかけ、必要なものは社会保障内に取り込むことです。 

それは『社民党 2026年公約』にも入っています。やはり、自民党・維新政権

には任せられません。いのちの問題です。頑張りましょう！ 

 

社民党自治体議員団全国会議 幹事長  山田 厚 

 

参考資料 経済産業省「新しい健康社会の実現」 

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/shin_kijiku/pdf/020_04_00.pdf 
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